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９
月
１３
日
秋
晴
れ
の
良

き
日
、
大
阪
市
役
所
一
階

市
民
ロ
ビ
ー
に
時
間
通
り
全

員
集
合
し
、
日
本
銀
行
か

ら
送
ら
れ
て
き
た
、
入
館
及

び
見
学
の
注
意
点
を
説
明

し
、
全
員
揃
っ
て
日
本
銀
行

大
阪
支
店
を
訪
問
し
ま
し

た
。 参

加
者
に
は
、
事
前
に

「
入
館
及
び
見
学
の
注
意
点

の
資
料
を
配
布
し
て
読
ん
で

頂
い
て
い
ま
し
た
。 

日
本
銀
行
敷
地
内
（
建

物
内
、
外
）で
の
写
真
・
ビ
デ

オ
撮
影
、
録
音
、
歩
行
中
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
、
ゲ
ー

ム
ソ
フ
ト
・
ゲ
ー
ム
機
器
の
使

用
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
写
真
に

よ
る
説
明
等
は
出
来
ず
残

念
で
す
。 

中
之
島
（堂
島
） 

江
戸
時
代
、
大
阪
は
「天

下
の
台
所
」と
呼
ば
れ
、
日

本
に
お
け
る
経
済
の
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

し
た
。
運
河
が
整
備
さ
れ
た

「
水
の
都
」で
あ
る
特
徴
を

活
か
し
、
海
運
・水
運
に
よ

り
日
本
各
地
か
ら
物
資
が

集
め
ら
れ
、
商
業
が
発
展
し

ま
し
た
。 

ま
た
、
各
地
の
大
名
諸
藩

の
多
く
は
、
現
在
、
日
本
銀

行
大
阪
支
店
の
あ
る
中
之

島
に
蔵
屋
敷
を
設
け
、
年

貢
と
し
て
納
め
ら
れ
た
米
を

金
銭
に
替
え
、
藩
の
財
政
を

運
営
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
た
め
、
現
在
の
銀
行
に

相
当
す
る
両
替
商
が
数
多

く
大
阪
の
地
に
集
ま
っ
て
い

た
ほ
か
、
堂
島
に
は
米
の
取

引
所
（堂
島
米
会
所
）が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
引

所
は
、
先
物
取
引
と
い
う
高

度
な
取
引
手
法
を
世
界
で

お
そ
ら
く
初
め
て
導
入
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
の
大
阪
は
日

本
の
マ
ネ
ー
セ
ン
タ
ー
で
も

あ
り
ま
し
た
。 

幕
末
か
ら
明
治
初
期
に

か
け
て
、
蔵
屋
敷
の
廃
止
や

藩
債
の
切
り
捨
て
（両
替
商

や
商
人
が
大
名
に
貸
付
け

て
い
た
お
金
の
大
部
分
が
返

済
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
）な

ど
か
ら
、
大
阪
経
済
は
一
時

衰
退
し
ま
す
が
、
そ
の
後
、

多
く
の
近
代
企
業
や
銀
行

が
設
立
さ
れ
、
大
阪
は
再
び

経
済
的
な
輝
き
を
取
り
戻

し
て
い
き
ま
し
た
。 

日
本
銀
行
大
阪
支
店
の

中
庭
に
植
え
ら
れ
て
い
る

2
本
の
木
は
、
と
も
に
江

戸
時
代
以
前
か
ら
の
由
来

を
持
つ
も
の
で
す
。
樹
齢
百

年
を
超
え
る
ク
ス
ノ
木
は
、

天
正
11
年
の
豊
臣
秀
吉
に

よ
る
大
阪
城
築
城
の
際
、
天

守
閣
か
ら
ち
ょ
う
ど
20
町

（
2.2

km
）離
れ
た
こ
の
場
所

に
距
離
を
計
る
目
印
と
し

て
植
え
ら
れ
た
ク
ス
の
子
孫

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

（※ 

日
本
銀
行
大
阪
支
店

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
抜
粋

し
ま
し
た
） 

江
戸
時
代
の
中
之
島
周

辺
は
、
蔵
屋
敷
の
町
で
し
た
。

全
国
の
各
藩
は
、
こ
こ
に
年

貢
米
や
特
産
物
を
運
び
込

み
、
相
場
を
見
な
が
ら
販
売

し
た
の
で
す
。
江
戸
時
代
後

期
の
蔵
屋
敷
は
、
中
之
島
の

中
だ
け
で
40
余
り
を
数
え
、

そ
の
周
辺
地
区
も
加
え
る

と
百
近
い
蔵
屋
敷
が
並
ん
で

い
ま
し
た
。 

大
阪
市
役
所
の
地
は
、
赤

穂
藩
蔵
屋
敷
跡
で
、
市
役

所
と
日
銀
の
間
の
御
堂
筋

は
水
戸
藩
の
屋
敷
で
、
日
本

銀
行
大
阪
支
店
の
地
は
、

金
沢
藩
や
島
原
藩
の
蔵
屋

敷
で
し
た
。 

駅
逓
司
（え
き
て
い
し
） 

大
阪
郵
便
役
所
跡 

 

わ
が
国
最
初
の
郵
便
制

度
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
明

治
4
年
3
月
の
こ
と
で
あ

る
。
ま
ず
大
阪
・京
都
・東

京
間
の
開
設
が
あ
り
、
こ
こ

に
そ
の
郵
便
役
所
が
お
か

れ
た
（
元
島
原
藩
蔵
屋
敷
）
。

さ
し
ず
め
今
日
の
中
央
郵

便
局
に
あ
た
る
も
の
で
あ
っ

た
。
ポ
ス
ト
も
設
置
さ
れ
た

が
、
最
初
の
3
日
間
で
53

通
が
投
か
ん
さ
れ
、
東
京
ま

で
の
所
要
時
間
は
約
75
時

間
で
あ
っ
た
。 

日
本
銀
行 

大
阪
支
店
旧
館 

 

日
本
銀
行
大
阪
支
店
の

顔
と
も
い
え
る
の
が
、
御
堂

筋
に
面
し
、
ド
ー
ム
型
の

屋
根
を
持
つ
の
が
旧
館
で

す
。
旧
館
は
、
明
治
36
年

に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
銀
行
大
阪
支
店
は
、

堂
島
川
と
土
佐
堀
川
に

挟
ま
れ
た
中
之
島
に
あ

り
ま
す｡

こ
の
場
所
に
は
、

江
戸
時
代
、
島
原
藩
や

水
戸
藩
の
蔵
屋
敷
が
あ

り
、
明
治
の
初
め
に
は
、

今
の
郵
便
局
で
あ
る
「郵

便
役
所
」が
大
阪
で
最
初

に
設
け
ら
れ
た
。 

旧
館
２
階
、
ド
ー
ム
型
屋
根

の
真
下
に
位
置
す
る
記
念
室

で
す
。
こ
ち
ら
の
記
念
室
は
、

か
つ
て
貴
賓
室
と
呼
ば
れ
て

い
た
応
接
室
を
明
治
36
年

建
築
当
時
の
部
材
を
再
利
用

し
な
が
ら
復
元
し
た
も
の
で

す
。
当
時
は
歴
代
の
支
店
長

が
お
客
様
を
迎
え
る
た
め
に

使
用
し
て
い
ま
し
た
。 

（※ 

日
本
銀
行

大
阪
支
店
及
び
旧
館
に

つ
て
は
、
日
本
銀
行
大
阪

支
店
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
） 
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わ
が
ま
ち
紹
介 

２０１７年１０月度行事予定 

“日本の豪商・財閥を生んだまち” 

大阪市西区江戸堀（大同生命 大阪本社） 

月 日：平成２９年１０月１６日（月） 

集 合: 大同生命 大阪本社 １階 ロビー 集合時間 10：50 

訪問先：「大同生命の源流“加島屋と広岡浅子”」展示場 

そ の 他：１) 雨天決行 

２） 詳細は別途配布資料を参照下さい。 

２０１７年１１月度行事予定 

“日本の社家の町にある公立植物園” 

京都府立植物園 

月 日：平成 29 年１１月１６日（木） 

集 合：京都府立植物園 北門   集合時間：10:00 

内 容：植物園内散策・写真の撮り方を楽しもう！！ 

そ の 他：1) 一般参加の方は、会員に申し込み下さい。 

2) 詳細は別途配布資料を参照下さい。 

日本銀行 大阪支店 御堂筋より見る 

駅逓司大阪郵便役所跡 

中央２階 貴賓室 


